
～グローバル人材に必要な

3つの力を身に着けよう～

グローバル人材を目指す若者のための3回連続研修 主催:(公財)名古屋国際センター

講師
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※各回とも水曜日
17：30～20：30

【第1回】

若者と社会をつなぐ「電通ワカモン」

（株）電通
顧客ビジネス局 デジタルビジネス部
チーフ・デジタル・プランナー

古橋 正康

【第1回】

社会貢献推進部
コミュニティリレーション室 技範
担当部長

大洞 和彦

トヨタのCSR活動「豊森」とは!?

トヨタ自動車（株）

【第2回】

VoiP（ボイップ）

「ソフトバンク」孫正義の

プレゼンから学ぶ伝え方！

代表

奥村 まみ子

【第3回】

企業が使うPDCAを身に付ける！

住友理工(株）
CSR部長

戸成 司朗

申し込み・お問い合わせ
（公財）名古屋国際センター 交流協力課
TEL:052-581-5691（月曜休館） メール：koryu@nic-nagoya.or.jp
Web：http://www.nic-nagoya.or.jp  ※来館、℡による受付は、9:00～17:00

詳細は、裏面をご覧ください。

対象：グローバル人材を目指す若者

定員：先着６０名

会場：名古屋国際センター5階 第1会議室

※この事業は、公益財団法人名古屋国際センター自主事業です。

（15歳～35歳の方）

（名古屋市中村区那古野一丁目47番1号）

10/17(火)10:00～
メール、℡、Web、来館
にて受付

3回とも参加できる方を
優先とさせていただきます。

※「JST未来塾」派遣講師

（各回とも）



実践編各回の内容

第 回

持続可能な活動
のためのPDCA

活動を振り返り、見直していますか？
第3回目では、住友理工が取り組む
PDCAサイクル
(Plan、Do、Check、Act cycle)を学び、
自らの活動を振り返ります。

PDCAで特に重要なのは、CとA。
演習を交えて、実践感覚を養います。

住友理工の「社会貢献プログラム
評価制度」から、「社会貢献度」
をどのように評価するのかを
学びます。

第 回

心を動かす

プレゼンテーション

伝え方や話し方を意識したこと
はありますか？
第2回では、普段から取り入れ
られる効果的なプレゼン方法を
身に着けます。

ソフトバンクの前田鎌利式
プレゼンから、「伝える相手に
よって変えるプレゼンのコツ」
を学びます。

また、 「NIC Global Youth Award※2016」
準グランプリ

「金城学院大学 佐藤奈穂ゼミ
DIAGIRL」が実践例を発表します。

第 回

企業や地域を

巻き込む

企業や地域との協働したいけど、
具体的な方法が分からない…
第1回は、その解決策を考えます。

トヨタ自動車の「豊森」プロジェクト
からは、地域の方と信頼関係を作
る上で大切なことを、
電通の「ワカモン」プロジェクトから
は、企業と学生団体が協働してい
る具体例や、広告のアイデアで
課題解決する方法を学びます。

また、「NIC Global Youth Award※2016」
グランプリ

「愛知商業高校ユネスコクラブ」
が実践例を発表します。

グローバルユース塾
入門編では、

持続可能な開発目標(SDGs)
の理解を深め、社会人から
グローバルに活躍するため
に必要なことを学びました。

ご参加いただいた皆様
ありがとうございました。

講師が考える「グローバル人材」

★同世代と共に学び
新たなつながりを作る。

★次へのステップを踏み出す。

持続可能な社会の実現に向けて、

地球規模の課題を自分に関わること
として捉え、グローバルな視野で考え、

足元から行動できる若者

このような若者を育成するために
この研修を行います。

地球の課題解決
への具体的な方法
を知りたい…

日本の外国人に
役立つことがしたい…

団体の活動を

広げたい… 団体の魅力を

伝えたい…

実践編では主に「行動力」を養います。

行動力

研修で養う3つの力

共感力
地球の課題に対して、自分たちのことと考え、
自らが取り組むべき課題であると認識する力

思考力
課題の原因を理解し、解決に向けて自らが
できることを考え、相手からも信頼を得る力

考えたことを実行に移すとともに、
仲間や関係者と協働し、多様な人を巻き込む力

※「NIC Global Youth Award」とは、
「国際交流・国際協力・多文化共生」などの分野で活躍している
若者の団体を表彰し、活動をサポートするNICのプロジェクトです。

住友理工(株）

戸成 司朗大洞 和彦

トヨタ自動車（株）

「目線はグローバルでありながら、
社会課題を掘り起こし、
愛着のある地域と寄り添いながら、
その解決を図ることができる人」

（株）電通

古橋 正康

「正解を探すのではなく、
自ら正解を創り出せる人」

VoiP（ボイップ）

奥村 まみ子

「自分と相手を受け容れ、
その違いを受け容れることが
できる、その上で相手に伝える
ための努力ができる人」

「相手の文化、考え方の違いを
理解し、お互いの価値観の違いを
尊重できる人」


